
１０月の主な予定 ＜最終下校時刻に変動あり＞ 

日 曜日 主な行事等 下校 

１０／１ ～ １０／１４  基本下校 17:15 

10/1 金 絆祭取組スタート 17:15 

 4 月 衣替え完全実施 17:15 

8 金 ２年立志式 1 年七宗巡り 17:15 

13 水 絆祭準備 16:15 

14 木 ３年可茂地区公立高校一日入学 15:30 

15 金 絆 祭 （きずなさい） 13:30 

16 土 上麻生小学校運動会 

１０/１８ ～ １０/２９  基本下校 17:10 

18 月 短縮日課 ３年朝学習開始 14:55 

20 水 ３年実力テスト 16:30 

21 木 執行部面談 17:10 

22 金 委員長面談 17:10 

24 日 第 4 回資源回収 

25 月 民生・児童委員訪問 15:30 

27 水 前期生徒総会 Trying Time 16:40 

28 木 ３年進路説明会 代表者会議 17:10 

29 金 短縮日課（上麻生小公表会） 13:20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内夏季作品展入賞者・校外コンクール出品者 

学年 氏名 教科 作品題名 校内賞 校外

1 3 岩田弥羽菜 英語 英語で岐阜県紹介 金 ☆

2 2 朝日　優斗 技術 折りたたみ式の机 金 ☆

3 長谷川歩花 美術 綺麗な飛水峡 金

4 1 岩田莉里菜 美術 私の町の誇り 金

5 酒井　里歌 国語 百人一首 金 ☆

6 長島　詩織 社会 日本のアート　家紋 金 〇

7 2 鈴木　麻弥 美術 ソメコとオニの切り絵 銀

8 1 伊藤かのん 美術 １秒前 銀

9 渡辺明結菜 数学 数学の記号・数の由来にせまる！！ 銀

10 3 今瀬　代稀 理科 美しいビスマス結晶を作る 銅

11 長谷川来羽 美術 第２回　わがまち自慢コンクール 銅

12 2 坪内　颯汰 国語 習字 銅

13 長谷川寛太 技術 グローブかざり台 銅

14 渡邉　太珠 英語 英語の絵本を訳す 銅

15 吉田なな美 家庭 エコバッグの製作 銅

16 1 近藤　渚早 美術 私の町の一風景 銅

17 長谷川彩衣 美術 マスクを外して 銅

☆…加茂郡児童生徒夏季作品展出品   〇…加茂郡社会科作品展出品 

※上記作品は日本最古の石博物館「七宗町小・中学生夏休み作品展

(10/1-10/22）」にも出品されます（生徒家庭には招待券も配付されます）。 

１1 月予定      ＜基本最終下校 16:30＞ 

１日（月） ２年職場体験       15:30 
２日（火） ２年職場体験       16:30 
３日（水） 文化の日 
５日（金） ２年理科研究授業     15:30 
８日（月） 駅前清掃         16:30 

１５日（月） 期末テスト①       13:20 
１６日（火） 期末テスト②       16:30 

 
１７日（水）～１９日（金） ３年修学旅行 

 
２３日（火） 勤労感謝の日 
２６日（金） １年社会研究授業     15:30 
２９日（月） 短縮日課         14:55 

加茂郡読書感想文コンクール入賞者 

学年 氏名 書名

2 朝日　優斗 「だれも知らない小さな国」

1 岩田莉里菜 「あと少し、もう少し」

渡辺明結菜 日本植物学の父「牧野富太郎」

3 長谷川来羽 「パラ・スター」

2 長谷部來夢 「自分は自分、バカはバカ」

入

賞

佳

作

いよいよ『絆祭』（１０／１５）に向けて歩み出しました 

１年生ウェルカム七宗の活動成果 

新聞でも紹介されました！ 
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上麻生中の体育祭は「絆祭」と名が付いています。一人一

人が自主的に活動し、個と個のつながりが生まれ、集団とし

ての高まりを作り出します。 

今年は『飛躍 ～共に励まし合い、応える絆祭～』のスロ

ーガンのもと、白団・青団の二団対抗となりました。結団式、

各種目紹介を経て、緊急事態宣言が解除されれば、団による

練習と準備を本格的に始めます。 

☆ＩＣＴ活用による学習の気運高まる 
ＧＩＧＡスクール構想で一人一端末が実現しました。現

在、画像や映像の閲覧や情報の調べ学習だけでなく、文書作

成、学習支援ソフトによる学習、デジタル教科書、他室での

オンライン授業など新しいことにチャレンジしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 


